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A Study about CSV of Local Company 







This paper discusses about CSV (Creating Shared Value) of local company. First, we examine some previous 
studies about CSV and consider “Enabling local cluster” showed in Porter and Kramer (2011). Second, from the 
two cases of local companies in tourist destination, we suggest practical implication for other local companies. In 
tourist destination, local companies which having a sense of crisis are committed to their own local area and acting 
in cooperation with various partners. It is not GAFA model but close to ecosystem. 
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ービス提供が基本になり，生産と消費の同時性という経済構造を持つ（冨山，2014，p.49）。こうした


















直面している。帝国データバンクによると，今年 1～6月の宿泊業の倒産は 80件で，昨年度 1年間の
72件をすでに超えたという。80件のうち，新型コロナウイルスの影響を受けた企業は 37件あり，全
体の約半数を占める（週刊観光経済新聞，2020年 8月 8日）。政府は，観光需要を喚起させる策とし








CSV（Creating Shared Value：共通価値の創造）は，Porter and Kramer（2011）において提唱された概
念である。これは，「社会のニーズや問題に取り組むことで社会的価値を創造し，その結果，経済的価
値が創造されるというアプローチ」（Porter and Kramer, 2011, 邦訳 p.10）とされる。Porterらの企業の
社会問題に対処するアプローチは，ともするとCSR（Corporate Social Responsibility：企業の社会的責




と定義され（Porter and Kramer, 2011, 邦訳 p.11），Porterの頭のなかは，あくまで企業の競争力向上で
ある。CSR活動は企業の評判を重視し，事業との関わりは限定的で継続するのは難しい。一方で，CSV
は，ライバルとの競争関係や収益性と不可分だと Porter は言っている（Porter and Kramer, 2011, 邦訳
p.29,表 1を参照）。 
 
表 1. CSVと CSRの違い 
 
出典：Porter and Kramer（2011, 邦訳 p.29） 
 




















• 任意，あるいは外圧によって • 競争に不可欠
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げることができる（Porter and Kramer, 2011, 邦訳 p.16）。生産性を高めることとして，従業員に関わる
ことが指摘されている。働く環境の整備，健康，教育なども「バリューチェーンの生産性を再定義す




コンバレーの ITやケニアの切り花などが紹介されている（Porter and Kramer, 2011, 邦訳 p.21）。企業が
クラスターをつくり，そこで成長することによって，新たな雇用が生み出されるなど，地域経済にプ
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年版で CSV が取り上げられている。2014年版では，CSV の概要と 3つの方法を説明した後に，4つ
の事例を通じて地域企業の CSVを検証している。そして，「中小企業・小規模事業者が，地域課題の
解決に自らの事業として取り組み，持続的な事業活動を行うことは，『CSV』を真に実現していくとい







表 2. 地域課題解決への取組を行う事業者の創業動機（複数回答，上位 3つ） 
 
 
表 3. 事業による地域課題の解決が地域に与える影響（複数回答，上位 3つ） 
 
 
表 4. 地域課題の解決と事業を両立する際に必要な要素（複数回答，上位 3つ） 
 
 







































































































































4.2.2 雪国観光圏 10 
雪国観光圏は，新潟県の湯沢町，南魚沼市，魚沼市，十日町市，津南町，群馬県みなかみ町，長野
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1. Gの世界と Lの世界の違いについては，冨山（2014，p.45）に整理されているので参照のこと。 
2. 地域企業という言葉は，京都市の取り組みを参考にしている。詳しくは「京都市地域企業の持続
的発展の推進に関する条例について」https://www.city.kyoto.lg.jp/sankan/page/0000249106.html を参
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照のこと。 





5. アンケートの実施方法の詳細は，中小企業庁（2015，pp.420-421）の脚注 40を参照のこと。 
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